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ミカワショウマ
Astilbe odontophylla  (Miq.) var. okuyamae

(H.Hara) H.Hara
絶滅危惧Ⅱ類

（環境省：準絶滅危惧） ユキノシタ科

生育地が過度に分断され、生育面積が狭く個
体群も極めて小さい。

写真（岐阜県博物館）　標本

高さ70cmになる多年草。葉には長い柄があり
広卵形の葉身をつけて2-3回3出複葉、葉縁に
浅く大きさの整った重鋸歯があり、側小葉は斜
心形尾状鋭尖頭になってイカリソウの葉に似
る。円錐花序に多数の白色小花をつけ、花序
には苞がある。

山地の林縁など湿り気のある草地に稀に見ら
れ、7-8月に花をつける。

日本固有種。愛知県東部と岐阜県の一部に分
布する。

生育地が分断され、生育面積が狭く個体群も
極めて小さいため、環境の変化に影響を受け
やすい。さらに採取圧も懸念される。

生育地の保全と採取の制限。

開発工事の計画には、小規模な場合でも、事
前の調査と細心の注意が必要である。
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